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１ 大会関係日程                             

 

□ 大会関係諸行事日程 

 

 諸会議 日   時 会     場 

組合せ会議 ５月 ３０日（土）  

引率責任者・監督連絡会 ６月 ５日（金）１５：００ 狭山市智光山公園 

市民総合体育館 ２階会議室 

開会式 ６月 ５日（金）１６：００  
狭山市智光山公園 

市民総合体育館 アリーナ 

 
 

関東高校 

テニス 

選手権大会 

団体の部 表彰式 ６月 ６日（土）競技終了後  

 

個人の部 表彰式 ６月 ８日（月）競技終了後 

 

 

□ 競技日程 

                 

  ６月 ６日（土） ６月 ７日（日） ６月 ８日（月） 

男女団体 
 １回戦～決勝 

（9:00～） 

１セットマッチ 

  

 

男女個人 

単 
 １回戦～準々決勝 

（9:00～） 

１セットマッチ 

準決勝・決勝 

（9:00～） 

３セットマッチ 

複 
 １回戦～準決勝 

（9:00～） 

１セットマッチ 

決勝 

（9:00～） 

３セットマッチ 
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２ 審判員の日程                                 

  

（１）集合時間及び試合開始時刻  
 

 
６／６(土) ６／７(日) ６／８(月) 

会場集合時間 ７：４５ ８：００ ８：００ 

競技開始時刻 ９：００ ９：００ ９：００ 

 

（２）審判員の一日 
 

審判員ミーティング   点呼確認後：ＩＤカード配布・諸注意・連絡 

コート備品準備  ミーティング終了後：審判班が担当コートを準備 

 準備する物  （受け渡し場所 クラブハウス） 

  ゲームカウンター、シングルス・スティック 

  ゲームカウンターの設置は当日朝に行い、撤去は最後の班が担当。 

  審判台横に掛ける方式とする。 

審判配置完了時刻   ６／６…８：４０  ６／７・８…８：５０ 

 

  審判班は直前待機所に集まり、担当教員の指示で入場 

弁当配布時刻  １１：３０～１３：００ （班長が４人分引き取りに来る） 

昼食終了時刻  １３：３０ 

弁当回収時刻   １４：００ （業者が空き箱を取りに来るので、必ず戻すこと） 

審判員ミーティング  試合終了後：ＩＤカード回収（班長が４人分まとめて）・諸注意・連絡 
 
 

 

（３）審判業務日および集合場所（必要な箇所は各自で記入） 
 
 

 
 業務日に○  集 合 場 所  集 合 時 間  備   考 

６／６(土) 
    

６／７(日) 
    

６／８(月) 
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３ 審判員の注意事項                           

 

（１）注意事項 

① 欠席・遅刻は、各校顧問に 6 時 30分までに連絡を入れること。 

    各校顧問は、審判副委員長 津田先生（浦和東高校）に 6時 45分までに連絡を入れて下さい。 
 

                        各校テニス部顧問連絡先 ＊各自記入 
 

            高校名（          高校） 

            顧問名（          先生）℡（              ） 

＊各自の携帯にも登録しておくこと。 
 

② 気温・湿度が高くなり、心身ともに疲労するので、健康管理には細心の注意を払うこと。 

③ ５分前行動を実践するなど時間厳守に努めること。 

④ 待機中は、水分補給・栄養補給を行い、休養を十分に取り緊張をほぐすこと。水筒は各自用意。 

⑤ 審判業務に関係のない私物（ゲーム機や雑誌など）は会場内に持ち込まない。 

⑥ 不必要な貴重品（多額のお金など）は持って来ない。貴重品は自己管理する。 

⑦ 会場での携帯電話の使用は、屋内待機所のみとする。屋外での使用は厳禁。 

⑧ 会場の美化に努め、ゴミは持ち帰ること。 

⑨ 各学校の校則、競技役員の指示、礼儀・マナーを守ること。 

⑩ 各学校の取りまとめは、キャプテン（またはそれに準ずる代表者）が責任を持って行うこと。 

                             
（２）審判員の服装と持ち物 

① 服装について 

●常時、支給されたＴシャツ・帽子を着用すること。 

●男女とも、下はテニスウェアのハーフパンツ（女子はショートパンツも可）を各自用意するこ 

と。(黒、紺を基調としたものとする。) 

●ソックスとテニスシューズは各自で用意すること。 

●服装は、見苦しくないように各自注意すること（シャツ出し、袖まくり等は禁止）。 

●朝の集合時には審判の服装に着替えておくこと。 

●タオルなどを首に巻くことは禁止する。 

●熱中症およびトラブル時対応のため、帽子を必ず着用すること。 

  ② 持ち物について 

●汗を拭くための個人のタオルは、小さいものはポケットに、大きいものは審判台下に置いてお 

くこと。 

●飲料水は各自十分に用意し、審判台下に置いておくこと。 

③ 審判員は集合から解散まで、貸与されたＩＤカードを首にかけておくこと。解散時には返却する 

こと。 

   ④ ピアス・ネックレス・指輪などのアクセサリー及び茶髪・化粧は厳禁とする。 

 

（３）審判員控所（荷物・待機・集合場所） 

荷物・休憩 屋内待機所（体育館２階） 

試合直前待機 直前待機所（競技本部脇テント） 

集合 体育館入口付近 
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４ 審判員の仕事                              
 

（１）出席確認と待機 
  ① 集合時間前に審判のできる服装で各校代表者へ出席を届け、指定された場所に集合すること。 

  ② 体調がひどく悪いためやむを得ず欠席する場合は、６:３０までに部顧問に必ず連絡すること。 

     ※無断欠席は厳禁。 

  ③ 試合のスケジュールは変更されることがあるので、審判待機所（屋内・直前）で待機すること。 

  ④ トイレや食事などで控え所を離れる場合には、必ず審判係の先生の許可を受けること。 

  ⑤ 審判の係を勝手に変更しないこと。やむを得ず変更するときは、審判係の先生に申し出ること。 

  ⑥ 集合連絡を受けたら、速やかに指定の場所に集合し、出席連絡をすること。 

 ⑦ 休憩時間は栄養補給・水分補給をして、休養に努めること。 

  ⑧ 休憩時間は試合を見てよい（大いに推奨する）が、審判班４名のうち最低１名は屋内待機所に残 

り、担当が近付いたら（下記(2)①の「Rest」に入ったら）すぐに班員を集められるようにしてお 

くこと。ただし、その際の携帯電話の使用は禁止する。 

 

（２）審判班の事前準備 
① 直前待機所にて常に審判進行ボードをチェックしておくこと。            

  1 2    ←コート番号 

Now       ←現在行われている試合 

Stand by    ←次の試合の担当審判班（準備完了） 

Followed by       ←次の試合の担当審判班（準備未完了） 

Rest    ←次の次の試合の担当審判班 

 

② 「Followed by」に名前が入った審判班は、担当コートの１つ前の試合が開始したら、審判係の

先生に「○番コート、次の主審の○○高校○○です」と告げ、競技本部に向かう。 

→「Stand by」に名前が移る。 

主審は競技本部で本部審判セットを受け取り、中を確認する。 

 【本部審判セット】（袋に入っている） 

ⅰ スコアカード 

       ※主審がスコアカードの必要事項（以下の項目）を確認する。 

        ・試合の区分（団体、個人、男女の別、単、複） 

・ラウンド（回戦） 

・試合形式（１セットマッチ／３セットマッチ） 

・プレイヤーの名前、学校名、団体の時はその試合の内容（Ｄ・Ｓ１・Ｓ２） 

     ⅱ ネームプレート（審判用紙との確認） 

 ⅲ ボール  ※１セットは１缶、３セットは２缶（ファイナルセット開始前に交換する） 

 

 

 

 

【コート審判セット】（審判台下に事前にセットされているもの） 

・筆記用具等（消しゴム付き鉛筆 2本、セロテープ） 

・トス用コイン(５００円玉）、メジャー、ストップウォッチ 

・赤リボン（１枚）･･･サービスライン・アンパイアが選手の背中に付け試合後回収する。 

【ＣＲ教員が持っているもの】 

・予備ボール２缶（NEWボール／USEDボール） 

③ 担当コート入り口付近で待機をする。試合進行には十分注意する。 

④ スコアカードに必要事項（主審の名前・高校名・試合形式）を記入する。 

    ※選手名等は本部ですでに印刷してある。 

団体戦 １Ｒ～Ｆ １缶（２個） 
 

個人戦 
１Ｒ～ＱＲ １缶（２個） 

 ＳＦ・Ｆ ２缶（４個） 
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（３）コート入場 

   競技本部で審判セットを受け取ったら、コート入口付近ですぐに入れるように待機する。前の試合 

が終了後選手より先にコートに入り、試合をスタートさせる準備をし、待機姿勢をとる。 

※３セットマッチの場合の２セット目以降の審判班は、前のセットのうちにコート入口付近で待機

する。（競技本部に行く必要はない。） 

 

（４）試合開始前 
【主審】 

① 試合前の確認（対戦校名、対戦選手名、試合形式） 

② ネットが正しく張られているかを確認する。（センターの高さ 91.4cmはメジャーではかる。 ） 

③ ボールの点検をする。（変形や弾み方） 

④ コート内に不要なゴミ等がないか点検する。 

 

【サービスライン・アンパイア】 

① ドロー番号の小さい選手の背中に赤いリボンをつける。 

② ゲームカウンターにネームプレートをドロー番号の小さい方を上にして差し込む。 

③ 前の試合のスコアを０（ゼロ）に戻す。 

第 1セットの欄に「０」「０」を表示する。同様に各セットの始まる前には「０」「０」を 

表示する。第 1セットが終わるまでは、第 2・第 3セットの欄は空欄にしておく。 

④ ボールを管理し、プレマッチ・ミーティング終了後選手に手渡す（p.10参照）。 

 

【サイドライン・アンパイア】 

① シングルス・スティックの設置をする。 

    ・シングルスの時：シングルス・スティックを正しい位置に立てる。 

    ・ダブルスの時 ：シングルス・スティックは審判台の下に２本揃えて置く。 

② コートの準備（ネット、ボール、コート内の不要物のチェック）を手伝う。 

 

上記の全てが終了したら、審判班４名は待機姿勢をとり、プレマッチ・ミーティングの準備をする。 

 

 

（５）試合中 
 緊急時を除き、すべての審判員は試合中にコートを離れることはできない。また、判定のみに集 

中する。 

※ロストボールをコート外に取りに行く、足元のボールを拾う、等の作業は不要である。 

【主審】（審判班のリーダー） 

  ① マッチコントロール全般。 

  ② ＣＲとの連携。（トラブル時は帽子を振ってＣＲに知らせる。） 

 

【サービスライン・アンパイア】 

  ① 各審判とのアイコンタクトを主導する。２名のサイドライン・アンパイアとのアイコンタクトを 

毎ポイント行い、意思の疎通と集中力持続に努める。 

② ゲームカウンターの操作をする。 

 ・エンドチェンジ時（奇数ゲーム終了時）にすみやかに審判台へ移動し、途中経過を表示する。そ 

の際、必ず主審に途中経過を確認する。移動は試合進行を妨げぬようタイミングに注意し行う。 

③ 主審がレット（ボールが侵入した時等）をコールできなかった場合に限り、直ちにレットをコー 

ルする。ただし、極力主審がコールすることが望ましい。また、サービスライン・アンパイアがレ 

ットをコールした際は、直後のボールの行方に十分注意を払う。（p.14 「レット」の項参照） 

④ エンドチェンジ時に、審判台下に置いてある主審の飲料水を手渡す。 

 

【サイドライン・アンパイア】 

  ① 主審、サービスライン・アンパイアの仕事の補助をする。誤りがあれば訂正する。 

  ② コートの状態を適切に管理する。用具やゴミの散乱などに注意する。 
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（６）試合開始後 

 

◎個人戦の試合後 
 

 【主審】 

  ① 試合終了をアナウンスして、ゲームカウンターのスコアを確認する。 

  ② 選手たちと握手をした後、勝者からスコアカードにサインをもらい、審判台を降りる。 

  ③ ＣＲのところへ行き、確認サインをしてもらう。 

  ④ コート審判セットを元に戻す。（コイン、リボンは無くならないように） 

⑤ スコアカード、ボールを競技本部に返却。 

 

  各ラインアンパイアは、主審が上記の②を終えたら以下の仕事をする。 

 

 【サービスライン・アンパイア】 

    ① すみやかに審判台へ移動し、最終スコアを表示する。ゲームカウンターのスコアは次の試合の審 

判班が入場するまでそのままにしておき、全てのセットのスコアを表示しておく。 

  ② ゲームカウンターのネームプレートを主審に渡す。敗者へはネームプレートを贈呈する。 

③ ボールとリボンを回収し、主審に渡す。 

 

 【サイドライン・アンパイア】 

  ① コート状況の確認をする。（忘れ物、ゴミ等） 

  ② 主審、サービスライン・アンパイアの仕事の補助をする。 

 

 

◎団体戦の試合後 
 

１ 個々の試合の終了時 

 「個人戦の試合後」と同様。ただし、敗者へのプレート贈呈の必要はない。 

 

２ 全試合終了時（学校同士の終了の挨拶） 

 上記１に以下の仕事が加わる。 

 

 【主審】 ※最終試合のコートの主審 

  ・勝者にサインをもらった後、ＣＲに他のコートの結果を確認し、団体戦の勝敗（２－１、３－０ 

など）を把握する。 

  ・団体戦終了の挨拶のアナウンスを行う。（内容は p.9参照） 

 

 【サービスライン・アンパイア】 

  ・団体戦の敗者校へネームプレートを贈呈する。 

 

 

  コートの状況、仕事内容等すべてを確認した上で、審判班は退場する。 

 

 

 

 ※退場後の審判班の流れ 

 

  退場 → 競技本部報告 → 直前待機所報告 → 屋内待機所 または試合観戦 

（４名で）  （主審）     （４名で） 
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５ 主審のコールとアナウンス                              
 

（１）団体戦の挨拶 
 

１ 団体戦開始時 

  ドロー番号の小さいチームが審判台左側のコートに入ってもらい、サービスラインに審判台の方か

ら監督・選手（登録順）の順に整列してもらう。整列した側のベンチを使用してもらう。 

   

 

●ダブルスのコートで行う。挨拶は 

 そのコートの担当審判班で実施する。 

●右図のように、 

  監督・選手・審判は整列する。 

 

 

 

 主審アナウンス …声は大きく。 

  ギャラリーにも聞こえるように。 

 

  サービスラインに整列してもらう。 

①「試合前の挨拶を行います。」 

 

②「ただいまより関東高等学校テニス選手権大会男(女)子団体●回戦 ☆高校と★高校の試合を 

行います。」                          ↑ドロー番号の小さい学校 
       

③「各校、挨拶。」※ほとんどの場合、各校主将の号令で挨拶を行う。 

 

④「ネットの前までお進みください。監督の先生はオーダー用紙の交換をお願いします。」 

 

⑤「☆高校、監督の先生より、ダブルス、シングルスの順に選手の紹介をお願いします。」  
注）ドロー番号の小さい学校より紹介。 

 

⑥「ありがとうございました。引き続きダブルスの試合を行いますので、選手は準備をして 

コートに入ってください。」 

 

   ⑦「これで、試合前の挨拶を終わります。 各校、挨拶。」 

 

 

２ 団体戦終了時 

   ●団体戦の最終試合コートの審判班が実施する。団体戦開始時と同じ体形で審判は整列する。 

 

 主審アナウンス …声は大きく。ギャラリーにも聞こえるように。 

 

①「試合終了の挨拶を行います。ネットの前までお進みください。」 

 

②「ただ今の☆高校と★高校の試合は、２－１（３－０）で☆高校の勝利です。」 

       

③「挨拶終了後、握手をして解散してください。」  

 

④「各校、挨拶。」 

 

 

大 
      

    選手 監督  ★ サイドライン U 

〇〇〇〇〇 □  ■ 主審 

    
審判台 

 

小 
     

〇〇〇〇〇 □  ● サービスライン U 

    選手   監督  ★ サイドライン U 

      

センターサービスライン サイドライン   
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（２）ダブルスのプレマッチ・ミーティング ～ ウォームアップ時アナウンス 
 

  ●各試合の審判班が実施する。 

●右図のように審判は整列する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主審アナウンス …声は普通で。 

 

・審判班はネット中央付近で審判台に向かって立つ。選手の準備が整ったら、 

①「ネットを挟んでお集まりください。」 

    主審は選手名を確認する。名前と顔が一致するようにスコアカードの欄に記入する。 

   ②「☆高校のＡ選手ですか？ Ｂ選手ですね？」  
   ↑ドロー番号の小さい学校   

   ③「★高校のＣ選手ですか？ Ｄ選手ですね？」 

サービスラインアンパイアは、ドロー番号の小さい学校の選手の背中に赤リボンをつける。 

④「主審は○高校の□です。よろしくお願いします。」 

  

⑤ ○団 「男（女）子団体○回戦 ダブルスの試合を行います。」 

○個 「男（女）子ダブルス○回戦の試合を行います。」 

⑥「この試合は１（３）セットマッチです。」 

 

⑦「ウォームアップは３分間です。何か質問はありますか？」 

 

⑧「トスを行います。○○オア●●。」 

 

   ⑨「（トスに勝った選手に）何を選びますか？」  

    トスの勝者が以下の①～③から選択 

①サーバーかレシーバーの選択  ②エンドの選択  ③相手に①②のどちらかを選ばせる 

   ⑩「（トスに負けた選手に）何を選びますか？」 

   上のうちから、残っているもののいずれかを選ばせる。 

   ⑪「それでは、サービスよりウォームアップを開始してください。」 

 

  ・各審判は位置に付く。 

   主審は審判台に上がる。サービスライン・アンパイアはボールを選手に渡す。 

   サービスライン・アンパイアとサイドライン・アンパイアは、トスの結果で判断し、最初のポイン 

トでジャッジする位置に付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

サイドライン U ★ 選手     

主審 ■ 〇〇     

     
審判台 

 

      

サービスライン U ● 〇〇     

サイドライン U ★ 選手     

      

センターサービスライン サイドライン  
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  ウォームアップ開始（審判は打球を目で追い、目のウォームアップを行う） 

 

 主審アナウンス …声は大きく。ギャラリーにも聞こえるように。 

 

   ⑫「スリーミニッツ フォ ウォームアップ（Three minutes for warm up.）」 

    選手がボールを打ち始めてからストップウォッチで時間を計り始める。 

  ・残り２分 

⑬「ツー ミニッツ」 

  ・残り１分 

⑭「ワン ミニット」 

 

・選手紹介を開始 …声は大きく！ 

   ⑮○団 「ただいまより関東高等学校テニス選手権大会男(女)子団体○回戦ダブルスの試合を行います。」 

        ○個 「ただいまより関東高等学校テニス選手権大会男(女)子ダブルス○回戦の試合を行います。」 

 

試合は１（３）セットマッチで行われます。審判台から見て右側☆高校Ａ選手・Ｂ選手、左側 

★高校Ｃ選手・Ｄ選手です。トスの結果、Ａ選手・Ｂ選手がサービスとなりました。」 

  

・３分間経過 

⑯「タイム」 

      

  ・習慣で選手がベンチに戻った場合は、２０秒以内に試合を始めさせる。 

   試合が始まらないとき 

「レッツ・プレイ！」 

 

 

 

 

（３）シングルスのプレマッチ・ミーティング ～ ウォームアップ時アナウンス 
 

  ●各試合の審判班が実施する。 

●右図のように審判は整列する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主審アナウンス …声は普通で。 

 

・審判班はネット中央付近で審判台に向かって立つ。選手の準備が整ったら、 

①「ネットを挟んでお集まりください。」 

    主審は選手名を確認する。名前と顔が一致するようにスコアカードの欄に記入する。 

   ②「☆高校のＡ選手ですか？」  
   ↑ドロー番号の小さい学校   

   ③「★高校のＢ選手ですか？」 

サービスラインアンパイアは、ドロー番号の小さい学校の選手の背中に赤リボンをつける。 

      

サイドライン U ★ 選手     

主審 ■ 〇     

     
審判台 

 

      

サービスライン U ● 〇     

サイドライン U ★ 選手     

      

センターサービスライン サイドライン  
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④「主審は○高校の□です。よろしくお願いします。」 

  

⑤ ○団 「男（女）子団体○回戦 シングルス１（２）の試合を行います。」 

○個 「男（女）子シングルスス○回戦の試合を行います。」 

⑥「この試合は１（３）セットマッチです。」 

 

⑦「ウォームアップは３分間です。何か質問はありますか？」 

 

⑧「トスを行います。○○オア●●。」 

 

   ⑨「（トスに勝った選手に）何を選びますか？」  

    トスの勝者が以下の①～③から選択 

①サーバーかレシーバーの選択  ②エンドの選択  ③相手に①②のどちらかを選ばせる 

   ⑩「（トスに負けた選手に）何を選びますか？」 

   上のうちから、残っているもののいずれかを選ばせる。 

   ⑪「それでは、サービスよりウォームアップを開始してください。」 

  ・各審判は位置に付く。 

   主審は審判台に上がる。サービスライン・アンパイアはボールを選手に渡す。 

   サービスライン・アンパイアとサイドライン・アンパイアは、トスの結果で判断し、最初のポイン 

トでジャッジする位置に付く。 

 

 

  ウォームアップ開始（審判は打球を目で追い、目のウォームアップを行う） 

 

 主審アナウンス …声は大きく。ギャラリーにも聞こえるように。 

 

   ⑫「スリーミニッツ フォ ウォームアップ（Three minutes for warm up.）」 

    選手がボールを打ち始めてからストップウォッチで時間を計り始める。 

  ・残り２分 

⑬「ツー ミニッツ」 

  ・残り１分 

⑭「ワン ミニット」 

 

・選手紹介を開始 …声は大きく！ 

   ⑮○団 「ただいまより関東高等学校テニス選手権大会男(女)子団体○回戦シングルス１(２)の試合

を行います。」 

        ○個 「ただいまより関東高等学校テニス選手権大会男(女)子シングルス○回戦の試合を行います。」 

 

試合は１（３）セットマッチで行われます。審判台から見て右側☆高校Ａ選手、左側★高校 

Ｂ選手です。トスの結果、Ａ選手がサービスとなりました。」 

  

・３分間経過 

⑯「タイム」 

      

  ・習慣で選手がベンチに戻った場合は、２０秒以内に試合を始めさせる。 

   試合が始まらないとき 

「レッツ・プレイ！」 
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６ 審判員の注意事項（試合中）                          

 

審判三大原則 ①素早く ②大きな声で ③毅然とした態度 
 

主 審 の注意事項 
 

（１）マッチコントロール 
 

  ① すべてのジャッジの責任は主審にある。 

 

  ② ポイント終了時の審判の動作は次の手順で行う。 

    ①ジャッジコール → ②ストップウォッチ → ③カウントアナウンス → ④スコア記入 

        ※記入しながらのアナウンスは避ける 

 

  ③ 特に際どいボールの判定後は、失点した選手の表情を観察する。時にはアウト、フォルト、 

   グッドのハンドシグナル（片手）を行う。 

 

  ④ サーバーがサービスを打つ前に必ず、レシーバーとラインアンパイアの位置をチェックする。 

 

  ⑤ ラインアンパイアのコールは原則として繰り返さない。 

 

 

（２）時間管理 
  ① ストップウォッチを常に手に持ち、時間を管理する。 

 

② ポイントとポイントの間のインターバルは２０秒である。２０秒を過ぎてもプレイしないとき 

は、「レッツ・プレイ」と声を掛け、プレイ続行を促す。 

 

  ③ エンド交代の時間は、前のゲームの最終ポイントが終了してから１分３０秒計る。６０秒経過し 

た時、「タイム」とアナウンスする。７５秒経過してもベンチにいたら「フィフティーン・セカン 

ズ」とアナウンスする。 

    ※タイブレーク中は、ノーレスト（休憩無し）。エンド交代は２０秒以内に行わせる。 

   

  ④ セット間は２分である。 

 

（３）オーバールール 
   

① ラインアンパイアの明らかなミスジャッジに対しては、直ちにオーバールールを適用する。 

     ・グッドのボールをラインアンパイアが「アウト（フォルト）」とコールした場合、 

     主審は「コレクション．ボール・ワズ・グッド」とコールする。 

    ・明らかなエースショットであった場合は、ポイント成立。 

     選手がプレイをやめてしまった場合は、ポイントのやり直しとなり、主審は「コレクション。 

     ボール・ワズ・グッド．リプレイ・ザ・ポイント」とコールする。 

     ・アウトのボールをラインアンパイアが「グッド」とした場合、主審は「コレクション」とは言 

わず、直ちに「アウト（フォルト）」とコールする。 

   ※ラインアンパイアへの注意 

    ・コールが遅れるとトラブルを招きやすい。接地の瞬間、直ちにコールすること。 

 

② 選手の抗議によってオーバールールは絶対に適用できない。 
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（４）クレームに対する処置 
   

① 本大会では、いかなる場合もボールマークを調べる必要はない。 

 

② 事実問題（アウトかインか ネットに触れたか触れないか 等）についての、最終判定者は 

    主審であり、ＣＲではない。主審は事実問題をしっかりジャッジする。 

    ※選手・監督には事実問題の紛争に関して、「ＣＲを呼べ」という権利はない。 

  ③ コート上で起こったルールの法的解釈の問題に関しては、はじめに主審が判定を下し、 

もしプレイヤーがその判定に対してアピールをしてきた場合は、ＣＲにその最終裁定を求める。 

  

    ■ ＣＲを呼びたいときは、帽子を脱ぎ合図を送る。 
      ※ＣＲを呼ぶ事例については P.22を参照 

 

  ④ 主審は抗議に対して「・・・と思う。」ではなく、毅然とした態度で「・・・です！」と 

   明確な表現で答えることが大事である。 

 

 

（５）メディカルタイムアウト（ＭＴＯ） 
 

  ① 痙攣の場合、メディカルタイムアウトをとることはできない。 

 

  ② 明らかな事故による怪我や流血については、３分間の治療時間が取れる。怪我をした選手につい 

ては怪我発生直後に治療するかどうかを判断しなければならない。 

      ※本大会はトレーナー（医師）が不在であるため、個人戦の場合は自己手当、団体戦の場合は 

自己または監督・ベンチコーチによる手当とする。 

       ※発生直後とは「怪我をした瞬間から次のエンド交代終了までの間」とする。 

     ※治療後、エンド交代時に再治療を受けることができる。そのときは９０秒である。 

 

  ③ 鼻血については、理に適った時間で休憩させ、止血し状態が落ち着いてからプレーを再開させる

（３分間の時間は計らない）。 

 

   ■ 痙攣、怪我、鼻血等が発生した場合は、帽子を脱ぎ合図を送りＣＲを呼ぶ。 
 

 

（６）レット 
 

  ① サービスのレットの場合、そのサービスのみをやり直す。 

   「レット。ファースト（セカンド）サービス。」とコール。 

  ② ポイントのやり直しの場合は、「レット」とコールしてプレイを止めてそのポイントのファース 

   トサービスから行う。※インプレイ中にボール等が侵入した場合、直ちに「レット」とコールし、 

   続けて、「リプレイ・ザ・ポイント。」とコールする。 

    ※選手はレットのコールをすることができない。 

  ※本大会に限り、主審がレット（ボールが侵入した時等）をコールできなかった場合に限り、サ 

ービスライン・アンパイアがレットをコールできることとする。ただし、極力主審がコールす 

ることが望ましい。 

  ③ レットをかけたときは、ボールが接地するか選手が触れるまでその行方に注意する。 

 ボールが… ・グッドの場合 → 「リプレイ・ザ・ポイント」 

   ・アウトの場合 → ポイント成立 

   ・エースの場合 → ポイント成立 

  ④ ファーストサービスをフォルトし、セカンドサービスを行うまでに他のコートからボール等が 

   侵入してきた場合、サーバーのサービスのモーションに入っていたときは、改めてファーストサー 

   ビスを行う。それ以外の場合は「ウェイト・プリーズ」とコールし、そのままセカンドサービスを 

   行う。 
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試合時のアナウンス Ａ・Ｂ組 vsＣ・Ｄ組の対戦の場合。（【 】内は団体戦） 
 

① 試合開始･･･サーバーがＡ選手の場合 

 「Ａ トゥ サーブ プレイ」 
 

② アドバンテージ時のアナウンス 

 「アドバンテージ Ａ 【高校名】」 

  個人戦ダブルスではサーバーもしくはアドバンテージサイドのレシーバーの選手名のみアナウンス。 

③ ゲーム終了時のアナウンス 
◇１ゲーム目終了時 

  「ゲーム Ａ・Ｂ【学校名】 ファースト ゲーム」 

 

◇２ゲーム目開始時 

  「Ｃ トゥ サーブ」 ※サーバーが一巡するまでは、サーバーの個人名を紹介する。 
 
  ◇２ゲーム終了以降 

 
「ゲーム Ｃ・Ｄ【高校名】 １－１（ワン オール）」 

「ゲーム Ａ・Ｂ【高校名】 Ａ・Ｂ【高校名】 リーズ  ２－０（ツー ラブ）」 

 

 
④ タイブレーク前のアナウンス 

 

 「ゲーム Ａ・Ｂ【高校名】  ６オールタイブレーク Ａトゥ サーブ」 
 

 

⑤ タイブレーク中のアナウンス 
 

 
「１－０（ワン・ゼロ）Ａ・Ｂ【高校名】」  「４－１（フォー・ワン）Ａ・Ｂ【高校名】」 

「６－６ （シックスオール）」       「７－６（セブン・シックス）Ａ・Ｂ【高校名】」 
 

    ※タイブレーク中に、デュースやアドバンテージとアナウンスすることはない。 

  ・タイブレーク中のスコアは、大きい数 → 小さい数 → リードしている選手名【高校名】の順

にアナウンスする。 

  ・タイブレーク中の「０」は、「ラブ」ではなく「ゼロ」とアナウンスする。 

⑥ 試合終了のアナウンス 

 「ゲーム セット アンド マッチ Ａ・Ｂ【高校名】。７－６（セブン・シックス）。」 

 

⑦ ３セットマッチのセット終了時のアナウンス 
 

 
「ゲーム アンド ファースト セット Ａ・Ｂ【高校名】 ７－６（セブン・シックス）」 

（セカンドセット開始直前）「セカンド セット」 

「ゲーム アンド セカンド セット Ｃ・Ｄ【高校名】  ６－４（シックス・フォー） 

 ワンセット オール」 

（ファイナル セット開始直前）「ファイナルセット」 

 ⑧ ３セットマッチの試合終了のアナウンス 

 「ゲーム セット アンド マッチＣ・Ｄ【高校名】。ツーセッツ トゥ ワン。」 

「６－７、６－３、６－０（シックス・セブン、シックス・フォー、シックス・ラブ）。」 
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ラインアンパイア の注意事項 
 

（１）コールとハンドシグナル 
   

① 与えられたラインのみの判定を行い、担当するラインに集中する。 

    ※転がってきたボールを拾う必要はない。判定に集中すること。 

 

  ② 「アウト」、「フォルト」のコールは、ボールが接地した瞬間に大きな声で一呼吸おいて、 

   ハンドシグナル（３秒間） 

 

  ③ ライン際のグッドのボールに対しては、グッドシグナルを出す。グッドシグナルは、手の甲を主 

    審に向ける。 

 

  ④ 明らかにアウト（フォルト）と思われるボールに対しても、接地するまではコールをしない。 

 

  ⑤ ムービングは、次のボールの判定ができるように、プレイを見ながら素早く走って移動する。 

 特にダブルスではサイドラインまでの移動距離が長くなることと、リターンやその直後のボレー 

 されたボールがサイドラインへ飛ぶことがあるので、素早く移動する。 

 

 

（２）訂正 
① グッドのボールを誤って「アウト(フォルト)」とコールしたときは、直ちに「コレクション。」 

    とコールし、片腕を垂直に上げたのち速やかにグッドシグナルを出す。 

 

  ② アウトに対してグッドシグナルを出したときは、「コレクション」と言わずに、 

    直ちに「アウト」、「フォルト」のコールをして、ハンドシグナルを出す。 

    ※間違いを訂正することは恥ではない。毅然とした態度を取るべきである。 

 

 

（３）オーバールール 
  ① オーバールールを適用されたとき、もしハンドシグナルを出していたら、すぐに解除する。 

 

  ② 自分の判定に対して主審がオーバールールを適用しても、平常心を保つこと 

 

 
（４）クレームに対する処置 
 

  ① 選手および監督が抗議してきたら、「判断は主審にゆだねています」と答える。 

 

    ※ライン際のボールに対して選手が判断を求めた場合は、ハンドシグナルで答える。 

 

  ② クレームの処理については、すべて主審あるいはＣＲに任せる。 

 

（５）その他 
 

  ① いかなる場合でもボールマークを調べる必要はない。 

 

  ② ボールの接地地点が見えなかったときは、主審の方を向いてアンサイトシグナルを出す。 
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７ 審判配置と判定ライン                              
 

デュースサイドからのサーブ時  

      ■主審 

  ダブルス時      ▲                                  

シングルス時      ▲ 

 ◎サーバー 

 ◎ 

 サイドライン  

 アンパイアＢ ▲ サイドライン 

 ◎ アンパイアＡ 

 ★シングルス時 

    レシーバー  ◎ ★ダブルス時 

                              ●       ●サービスライン・アンパイア 

 

 アドサイドからのサーブ時  

                        
                                                 ■主審 アンパイアＡ 

                                ★ダブルス時 

    レシーバー ◎  ★シングル時 

サイドライン 

アンパイアＢ   ▲ 

  

 ◎サーバー 

シングル時    ▲ 

ダブルス時    ▲ 

                   ●       ●サービスライン・アンパイア 

 

■主審が判定するラインは 

 ・ベースラインを判定する。フットフォルトも判定する。 
 

●サービスライン・アンパイアが判定するラインは 

 ・サービスラインの判定をして、ポスト（ポール）横に移動する。（ポストには触れないこと。） 
 

★サイドライン・アンパイアＡが判定するラインは 

 ・サービスサイドラインとサイドラインを判定する。（ネット越しにも見る。） 

 ・ダブルスではサービスサイドラインの判定後、移動してサイドラインを判定する。 
 

▲サイドライン・アンパイアＢが判定するラインは  

 ・サービスセンターラインとサイドラインを判定する。（ネット越しにも見る。） 

 ・サービスセンターラインの判定後、移動してサイドラインを判定する。 

    （シングル時はシングルサイドラインまで、ダブルス時はダブルスサイドラインまで移動する。） 

 ・サーバーがセンターマークの仮想延長線上を越えてサーブしていないかを判定する。 
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８ 審判員の主なコール                              
 

  主  ：主審がコールするもの  

サイド：サイドライン・アンパイアがコールするもの  

サービス：サービスライン・アンパイアがコールするもの 

 

（１）フォルト（Fault）…サイド・サービス  (主はオーバールール適用時のみコール) 

① サービスが担当ラインの外側に接地したときのみコールし、ネットにかかったときは言わない。 

② 主審はセカンドサービスがフォルトした時に「ダブルフォルト」と言ってはいけない。 

 

（２）アウト（Out）…主・サイド 

① ネットを越えた打球がコートの外側に落ちるか、パーマネント・フィクスチュア（審判台やフェン 

スなど）にノーバウンドで触れた時。 

② 明らかにアウトが予想されても、ボールがバウンドするまではコールしてはならない。 

 

（３）レット（Let）…主・サービス 

① 「サービス・レット」の場合、「レット、ファースト（セカンド） サービス」とコールし、そのサ 

ービスをやり直す 

② ポイントのやり直しの場合、「レット リプレイ・ザ・ポイント」とコールしてプレイを止め、全 

  てファーストサービスからやり直す。 

  ・本大会に限り、サービスラインアンパイアもレットをかけることができる。 

・他のコートからボール等が侵入してきたなどの場合は、直ちに「レット」をコールする。 

・「レット」は選手から要求することはできない。 

・シングルススティックやセンターストラップが外れた場合は、直ちに「レット」をコールする。 

③ ファーストサービスをフォルトし、セカンドサービスを行うまでに妨害（他コートからのボール 

の侵入など）があった場合でも、サーバーがサービスのモーションに入っていたときはポイントをや 

り直す。 

・サービスのモーションに入っていない場合は、「ウェイト・プリーズ」とコールする。 

 その後、セカンドサービスを行う。 

 

（４）フットフォルト（Foot Fault）…主・サイド 

① サーバーがサービスのモーションに入ってからインパクトの瞬間までに、次のことが起こればフット

フォルトである。 

・ベースラインを踏んだ。（主） 

・サイドラインやセンターマークの仮想延長線を越えた。（主、サイド） 

② フットフォルトは、サーバーがボールをインパクトした直後にコールする。（インパクト前の 

コールは審判による妨害であるため「レット」となり、ファーストサービスからやり直しとなる。） 

③ ウォームアップ時より選手の癖に注意し、試合の序盤でフットフォルトを取ること。 

 

  ・フットフォルトはプレイヤーの癖の問題であることが多い。フットフォルトを犯す選手はゲーム 

   当初から犯している場合がほとんどなので、早い段階で発見しコールすること。ゲーム終盤にな 

   って初めてフットフォルトをとるとトラブルになりやすい。 

  ・相手選手・監督・ベンチコーチの指摘によって初めてフットフォルトを取るのもよくない。 

 

（５）ノット･アップ（Not Up）…主 

① プレイヤーが打つ意志をもってツーバウンド以上でボールを打ったとき。 

 

（６）スルー（Through）…主 

① 打球がネットの穴を通り抜けた時。 
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（７）ファウル・ショット（Foul Shot）…主 

① 故意による２度打ち。（偶然の二度打ちは失点とならず、プレイを継続する。） 

② ボールがネットを越えてくる前に打った時。「オーバーネット」というコールはない。 

③ ダブルスで、パートナー同士が続けて打った時。 
 

（８）タッチ（Touch）…主 

① ボールがラケットをかすった時。 

② ボールが身体に触れた時。 

③ 持ち物を相手コートに落とした時。 

④ ラケットや身体がネットに触れた時。 
 

（９）ヒンダランス（Hindrance）…主 

① プレイヤーが相手を妨害した時。故意ならば失点、無意識ならばポイントのやり直し。 

② インプレイ中に、大きな声を発した場合は妨害となり失点。 

③ インプレイ中に、ラケット・シューズ以外の持ち物（帽子、２コ目のボール等）を相手コート以外 

の場所に落とした時、「２回目以降はヒンダランスとして失点となります。」と選手に伝えたうえで 

１回目のみ「レット」とする。 
 

（10）ウェイト・プリーズ（Wait Please）…主 

① サーバーがサービスのモーションに入る前に、他コートからボールが侵入したときや、レシーバーや 

  ラインアンパイアがポジションについていないとき。 
 

（11）コレクション（Correction）…主・サイド・サービス 

① 主審が「フォルト」や「アウト」のコールを明らかな誤りであると判断した時。コールは「コレ 

クション ボール ワズ グッド。」であり、ポイントのやり直しとなる。 
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９ 主審のテクニックと知識                             
 

（１）時間管理 

① 疲労回復などのためにスローペースでプレイをする選手がいれば、20秒・90秒を確実に計時し、 

時間以内にプレイをしない場合は、「タイム！」とアナウンスする。 

※それでもプレイしない、または同じことを繰り返した場合、帽子を振ってコートレフェリーを 

呼び、コートレフェリーの指示に従って「タイム・バイオレーション」をアナウンスする。 

・アナウンスは「タイム・バイオレーション。ウォーニング、 ○○選手」（＝警告） 

・それ以降は「タイム・バイオレーション。ポイント・ペナルティー、 ○○選手、（新しいス 

コアのアナウンス）」 

・場合によってはコード・バイオレーションに移行することがある。その後はＣＲの指示に従う。 

  ② 試合開始と終了の時刻をスコアカードに記入する。 

 

（２）スコアカードの記入   

 コートに入る前～プレマッチミーティング  

① 「審判の氏名と高校名」、「コートレフェリー名」、「試合形式」を記入しておく。 

② 選手の名前を確認する際、選手の特徴（ウェアの色、背の高低など）をスコアカードの氏名欄にメモ 

しておくと便利である。 

③ コイントスの後、以下の項目を記入する。 

※コイントスの勝者にチェック（✓）を入れる。 

※「サーバーサイド」および「タイブレーク」の欄はその試合のエンド通りに選手名を記入する。 

④ ダブルスの場合は「Doubles receivers」欄に、審判台から見たレシーバー名を記入する。 
 

 試合開始後  

① 試合開始時刻を記入する。 

② ポイントは斜線「／」で表す。サーバーがポイントを取ればゲーム欄の上段に、レシーバーがポイン 

トを取れば下段に記入する。 

・サービスエースの場合、上段に「Ａ」を記入する。 

・ダブルフォルトの場合、下段に「Ｄ」を記入する。 

・ファーストサービスをフォルトした場合、ゲーム欄の中央に「・」を記入する。 

・「Ｃ」はコード・バイオレーション。（ポイントを取った方は×、コード・バイオレーションを 

取られた方にＣ。） 

   ・「Ｔ」はタイム・バイオレーション。（ポイントを取った方は×、タイム・バイオレーションを 

取られた方にＴ。） 

③ ゲームスコアは「スコア」欄に、前のゲームを累積して数字で記入する。 

④ デュースが続き、ゲーム欄に記入しきれない場合は、下の「Additional advantage points」欄にサ 

ーバー名と、第何ゲームかを記入した上で、続きを記入する。 

⑤ タイブレークは、斜線ではなく、数字を記入していく。 

  ・｢Ａ｣、｢Ｄ｣は数字の横に並べて記入する。 

  ・ファーストサービスをフォルトした場合、中央に「・」を記入する。  

 

 試合終了後  

① ゲームスコアを勝者サイン欄上の記入欄に記入する。 

  ・ゲームスコアは、印字されている選手名と同じ側に記入する。 

※右側に印字されている選手が６－４で勝利した場合は、「４－６」と記入する。 

・タイブレークは、タイブレーク敗者のポイントを( )内に記入する。 

② 試合終了時刻を記入する。 

③ 勝者にサインをもらう。 

④ ＣＲにスコアカードの確認後サインしてもらう。 
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（３）ＣＲを呼ぶケース 

ＣＲを呼ぶ場合は、帽子を振って知らせ、内容を説明する。 

① 選手、ベンチコーチ、観客のコード・バイオレーション（悪質な態度など）などを発見した場合。 

・「コード・バイオレーション」にあたる行為は以下のものである。 

・不当な遅延行為 

 「レッツ・プレイ！」の指示から 20 秒以内に試合を開始しない。 

 メディカルタイムアウトによる中断後、30秒以内に試合を再開しない。 

 疲労や体力消耗によって、試合が続行できない。 

・声やしぐさによる卑猥な表現 

・コーチング（選手の携帯電話が鳴った場合もこれに該当する） 

・ボール・ラケットまたは用具の乱用 

・言葉での侮辱 

・身体に対する危害 

・その他、スポーツマンらしくない行為 

 （相手側コートのボールマークを調べようとして相手方コートに行くなどの行為も含む。） 

・ＣＲからアナウンスを指示されたら、「コード・バイオレーション、 ラケットの乱用、 

 ウォーニング、 ○○選手」のように行う。 

・ＣＲが直接ペナルティーを科することもある。 

② 選手がケガ・体調不良やけいれんを起こした場合。 

③ 選手がトイレットブレークを要求してきた場合。 

④ ボールが、コート外に出て、探したが見当たらない場合。 

⑤ 法的問題（ルールの解釈）について、主審の判定にプレイヤーがクレームを付けてきた場合。 

⑥ その他、突発的な出来事や困った事態になった場合。 

 

（４）ソフトウォーニング（口頭注意） 

段階 ソフトウォーニング(口頭注意) → ウォーニング(警告) → バイオレーション 

判断する人 主審・ＣＲ  ＣＲ  ＣＲ 

処置 注意のみ 

 

注意のみ 

 ポイントペナルティー 

ゲームペナルティー 

失格 

●次のような場面を見た場合、「ソフト・ウォーニング」によって事態を収拾するように努める。 
 
ソフトウォーニングの事例 
① エンドチェンジ以外の時に選手に向かって監督がアドバイスしている。 

主審「アドバイスはお控えください。」 

       「アドバイスはエンドチェンジの時のみにしてください。」 
 
② 監督がエキサイトして大声を出したり、派手なガッツポーズをとったり、立ち上がったりしている。 

主審「お静かにねがいます。」 

    「エンドチェンジの時以外は立ち上がらないでください。」 
 
③ 監督がベンチをはさんで両方のコートの選手を応援している。 

主審「応援はこちらのコートのみにしてください。」 
 
④ エンドチェンジの際、ボールパーソンが選手をあおいであげている。 

主審「ボールパーソンはあおがないでください。」 
 
⑤ 著しくマナーに反する応援を行う観客がいる。 

主審「静かにして下さい。」 
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１０ 知っておきたいテニスルール                              
 

（１）パーマネント・フィクスチュア  

・「パーマネント・フィクスチュア」とは「コートの周りにある全ての施設、設備、主審、ラインアンパ

イア、ボールパーソンのこと」をいい、シングルス時にはシングルス・スティック外側のネットポストや

ネットもパーマネント・フィクスチュアとみなされる。 

・ボールがバウンド前に触れた場合、打った者の失点となる。インプレイ中に選手が触れても問題ない。 
 

Ｑ１：インプレイ中のボールを地面に落ちる前に、ボールパーソンや線審がうっかりつかんだ場合は？ 

Ａ１：ボールを打った者の失点になる。 
 

Ｑ２：シングルス・スティックを立ててシングルスを行っているとき、ラリー中のボールがダブルス用ポスト 

に触れて相手方のコートに入った場合は？ 

Ａ２：シングルス・スティックの外側はパーマネント・フィクスチュアであり、バウンド前にパーマネント・ 

フィクスチュアに当たった場合は失点となる。 
 

Ｑ３：シングルスを行っているとき、シングルス・スティックとダブルス用ポストとの間にあるネットに、イ 

ンプレイ中のプレイヤーが触れた場合は失点になるか？ 

Ａ３：パーマネント・フィクスチュアにプレイヤー自身が触れても、失点にはならない。 

 

 

（２）ラケット、ストリング  

Ｑ１：ラリー中にストリングが切れた場合は？ 

Ａ１：そのポイントはそのままでプレイしなければならない。ラケットの交換は、ポイント間に行う。 

   プレイヤーはＣＲの許可を得て、第三者にラケットの補充を頼むか、プレイヤー自身がコートを離れる 

   こともできる。ただし、いずれの場合も次のポイントが始まるまでの時間内（20秒または 90 秒）で用意 

   しなければならない。時間内に再開できない場合はコード・バイオレーションの対象となる。 

 

 

（３）サービス、サーバー 

Ｑ１：ファーストサービスの打球時に、サーバーのストリングが切れ、そのサービスがフォルトの場合は？ 

Ａ１：切れたままセカンドサービスを打っても、ラケットを交換してセカンドサービスを打ってもよい。 
 

Ｑ２：ファーストサービスがネットにあたったはずみでシングルス・スティックが倒れた場合は？ 

Ａ２：ポイントのやり直しになる。スティックを立て直して、ファーストサービスからやり直す。センタース 

   トラップの留め金がはずれた場合なども同じである。 
 

Ｑ３：サーバーが誤ったサイドからサーブするのが発見された場合はどうするか？ 

Ａ３：ただちに誤りを訂正し、スコアに応じた正しいサイドからサーブする。誤りが発見される前にフォール 

トしたサービスは成立する。 
 

Ｑ４：サーバーの順序が間違っていることに気づいた場合はどうするか？ 

Ａ４：気づきしだい、本来のサーバーに代わる。気づいたときに、すでにゲームが終了していた場合は、入れ 

替わったままの順番で行う。 
 

Ｑ５：タイブレーク中にサーバーの順序が間違っていることに気づいた場合はどうするか？ 

Ａ５：偶数ポイント終了時に気づけば正しい順番に戻し、奇数ポイント終了時に気づけば順番が入れ代わった 

   ままプレイを続ける 
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（４）レシーブ、レシーバー  

Ｑ１：ファーストサービスがフォルトになった時にレシーバーのストリングが切れた場合は？ 

Ａ１：レシーバーはラケットを換えないでそのままそのポイントをプレイしてもよいし、すぐラケットをかえ 

てもよい。ただし、レシーバーがラケットを換えた場合は、ポイントのやり直しとなり、ファーストサ 

ービスがからやり直す。 
 

Ｑ２：ネットに触れて飛んできたサービスのボールを、レシーバーが思わずノーバウンドでつかんでしまった 

場合は？ 

Ａ２：サービス・レットとなり、そのサービスをやり直す。 
 

Ｑ３：レシーバーがいったん構えた後、サーバーがセカンドサービスを打つ寸前に、レシーバーが手を上げて 

「ノットレディ」を知らせたが、サーバーが気づかずにサーブを打ってしまった場合は？ 

Ａ３：ファーストサービスからやり直す。 
 

Ｑ４：ダブルスのゲームの途中で、レシーブの位置を間違えていることに気づいた場合は？ 

Ａ４：そのゲームはそのままの位置でレシーブを行い、次のレシーブ・ゲームで本来の順番に戻す。 

 

 

（５）プレイヤーの失点と有効返球   

Ｑ１：サービスがシングルス・スティックにあたったあと、正しいサービスコートに落ちた場合は？ 

Ａ１：地面に落ちる前にパーマネント・フィクスチュアやシングルス・スティックまたはネットポストに触れ 

た場合はフォルトとなる。 

Ｑ２：ラリー中のボールがシングルス・スティックにあたったあと、正しくコートに入った場合は？ 

Ａ２：有効返球である。 

Ｑ３：ボールがバウンドした後、逆回転がかかって（風に戻されて）ネットを越えて相手側に戻ったので、ラ 

   ケットがネットを越えて返球した場合は？ 

Ａ３：有効返球である。 
 

Ｑ４：ネットの自分側で打った後、ボールは正しく返球されたが、自分のラケットがネットを越えて相手側に 

突き出た場合は？ 

Ａ４：有効返球である。 

 

 

（６）妨害   

Ｑ１：ポイントが始まったとき、すでにコート上に転がっていたボール、または他の物体がプレイ中に邪魔に 

なった。この場合、レットとしてポイントのやり直しはできるか？ 

Ａ１：妨害ではないので、やり直しはできない。 
 

Ｑ２：ポイントが始まったとき、すでにコート上に転がっていたボールを選手が動かし、相手コートに入った 

   場合は？ 

Ａ２：妨害となり、そのポイントをやり直す。 

 

Ｑ３：主審の判定は「グッド」であったが、選手がついセルフジャッジの癖が出て、「アウト！」と言いなが 

   ら軽く返球した。相手選手は不審そうな顔をしながらもラリーを止めてしまった場合は？ 

Ａ３：「アウト」と言った瞬間に、故意の相手選手への妨害行為（ヒンダランス）となり、「アウト」と言っ 

   た選手の失点となる。 
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※打球時に大きな声を出す選手においては、まぎらわしく聞こえる場合がある。声が相手を 

妨害していると主審が認めた場合は、「レット」をコールしてポイントのやり直しを命じる。ま

た、このプレイヤーに対して、「次に同じようなことをしたら、そのたびに『故意に相手を妨害

した』として失点する。」ことを告げる。 
 

Ｑ４：ダブルスのレシーバーのパートナーがサーバーの気をそらそうとして不必要な動きを見せる場合は？ 

Ａ４：明らかに妨害にあたると主審が判断した場合、「故意の相手への妨害」により失点となる。ただ、 

フォーメーションや、ポーチなどの「フェイク」の場合もあり、適用は難しい。戦略からあまりにはず

れ、妨害行為としかみえないような場合、必ずＣＲを呼ぶ。 

 

 

（７）誤りの訂正  

Ｑ１：誤りが発見されたときは、誤りに気づくまでに行われたポイントは、どうなるか？ 

Ａ１：原則として、誤りに気づくまでに行われたポイントは有効である。 
 

Ｑ２：プレイヤーが誤ったエンドにいることが発見された場合はどうするか？ 

Ａ２：ただちに誤りを訂正し、スコアに応じた正しいエンドからサーブする。 

 

 

（８）休憩、用具の交換 

Ｑ１：試合中に選手が、トイレットブレークを申し出てきた場合は？ 

Ａ１：セット間に限り、下表の回数で取ることができる。ただし、ダブルスのペアが２人同時に行った場合、 

   １回とみなされる。 

試合の形式 
男子 女子 

シングルス ダブルス シングルス ダブルス 

１セットマッチ 緊急時に限り、シングルス１人１回、ダブルスはペアで１回 

３セットマッチ １人１回 ペア２回 １人２回 ペア２回 

  ※トイレットブレークの時間は男女とも理にかなった時間内とする。 
 

Ｑ２：試合中に選手が着替えを申し出てきた場合は？ 

Ａ２：１セットマッチでは認められない。３セットマッチの場合、セット間に限り認められる。女子のみ 

   コートを離れることが許されるが、男子は着替えのためにコートを離れることはできない。 

 

 

（９）その他 

Ｑ１：サイドラインぎりぎりのボールを、ラインアンパイアは「グッド」の判定を下したが、打たれた選手は 

   「アウト」を主張し、打った選手も自分のボールのアウトを認めた。 

Ａ１：事実問題に関して、主審の判定は最終であり、審判はプレイヤーの要求によって判定を覆してはならな 

い。ただし、プレイヤーが、自らの不利益を理解して、相手のポイントを認める場合、ポイントの 

コンシードとして、相手プレイヤーへのポイント譲渡が認められる。 

 

Ｑ２：タイブレークのあと、次のセットのサーバーとエンドがわからなくなった。 

Ａ２：タイブレーク１ポイント目のサーバーは、次のセットの第１ゲームのレシーバーとなる。その際の 

   エンドはタイブレーク最終ポイントと逆となる。 
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１１ 雨天時の対応                                     
 

① 雨による一時中断および試合再開の指示は、レフェリーが決定する。 

② 一時中断および試合再開の決定は、放送やトランシーバーで、各コートに伝えられる。 

③ 各コートへの連絡は、ＣＲが行う。 

 

（１）「一時中断」が決まったら… 
 

 主 審  

① 試合の中断を選手に指示し、現在のゲームカウント・ポイント・エンドの確認を、選手立ち合いの 

もとに行う。 

② 全ての用具（本部審判セット、コート審判セット）を回収する。特に、スコアカードとストップウ 

ォッチが濡れないように注意する。 

③ 試合の使用球を、サービスラインアンパイアより受け取る。 

④ スコアカード・ボールを持って審判待機所に戻り指示を受ける。 

※基本的に、中断中の用具はすべて競技本部で保管する。 

 

  サービスラインアンパイア 

① 一時中断が決まったら、すみやかに試合使用球を回収して缶に保管し、主審に渡す。 

② 審判待機所に戻り、待機する。 

 

 サイドラインアンパイア 

 ① コートに忘れ物がないか確認する。 

 ② 主審・サービスラインアンパイアの補助を行う。 

 

（２）「試合再開」が決まったら… 
 

 主 審  

① スコアカード・試合で使用するボール・ウォームアップに使用するユーズドボールなどを確認し、 

 すみやかに担当コートへ向かう。 

② ゲームカウント、ポイント、エンドの確認を選手立ち合いのもとに行う。 

③ ウォームアップは３分間で行う。 

④ 試合は、中断前に使用していたボールで行う。 

 

 サービスラインアンパイア・サイドラインアンパイア 

① ベンチ・審判台の水拭き取り作業を行う。 

② その他、コートの準備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


